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祈念館における体験記の調査について

以下４種の被爆体験記※を対象とし、令和５年７月から令和６年６月まで調査を行った。

① 厚生労働省が実態調査時に収集した被爆体験記

② 祈念館が収集した被爆体験記

③ 図書に記載された被爆体験記

④ 証言ビデオ等における被爆体験記
（注）同一人による複数執筆や同一内容の図書への複数回の掲載などの重複は排除していない（ただし読み込み作業において排除）。

※：「被爆体験記」は被爆者（手帳保持者または体験記の内容から手帳保持者に該当すると思われる者）が書いた体験記と整理されている。

調査対象

１

・被爆地が長崎または長崎広島両市であるもの
・登場地が被爆地域※以外であり、その時間区分が昭和20年８月９日の体験記
・登場地のデータがない体験記は、被爆地住所が被爆地域以外であるか、または入市被爆、間接被爆、
不明の被爆のどれかに該当する体験記
※自治体単位での調査であるため、今回の被爆地域は旧長崎市となっている。
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抽出された体験記：3,744件

雨の情報あり：41件 飛散物の情報あり：159件



（参考）調査対象の作成年代について

執筆年（厚労省は収集年度）・撮影年 体験記数

厚生労働省が実態調査時に収集した
被爆体験記

104,312編 平成7年度分 81,205編

平成17年度分 11,778編

平成27年度分 11,329編

祈念館が独自に収集したもの
（遺影登録の状況欄記載分を含む）

11,314編 昭和20年～昭和41年 23編

昭和42年～昭和63年 37編

平成元年～平成16年 4,884編

平成17年～現在 6,213編

不明 157編

図書 1,383冊 12,544編 昭和20年～昭和41年 241編

昭和42年～昭和63年 2,732編

平成元年～平成16年 3,797編

平成17年～現在 2,202編

不明 3,572編

証言ビデオ
（証言音声を含む）

2,057編 昭和61年～昭和63年 856編

平成元年～平成16年 346編

平成17年～現在 403編

不明 452編

計 130,227編 130,227編

令和５年８月２５日現在

※ 同一人による複数執筆や同一内容の図書への複数回の掲載などの重複は排除していない。

２

＜補足＞

体験記執筆者のデータベース登録については、同姓同名の執筆者であっても、同一人物であるとの確証が得られないものが少な
からずある。

一方、漢字表記の違い（国と國、高と髙など）や執筆時期（婚姻の前後など）により姓が異なっている場合、同一人物であるとしても、
２つ以上の体験記を結び付けることは極めて困難。こうしたことから、「名寄せ」は行っていない。
したがって、今回の調査において 、執筆者の重複を排除することはできず、割合を算出することもできない。
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被爆体験記の雨等の記述に係る調査概要

３

8月9日の降雨時間
時 間 特 定

不 明 合 計
30分未満

30分以上
１時間未満

1時間以上
2時間未満

2時間以上 計

1 1 0 0 2 39 41

※「〇分間」、「〇時間」というような具体的な記述のある場合に分類し、その他はすべて不明に分類。

※ただし、「すぐに止み」は明らかに短い時間と分かる表現であるため30分未満に分類。

市町村数の記載について

種 別 雨の記述あり 飛散物の記述あり

市町村数 10 18

件 数 41 159

8月9日の雨と雨以外の飛散物（以下「飛散物」という。）に係る調査結果

種 別 被爆体験記数
雨の記述 飛散物の記述

（小計） （小計）

雨の情報なし 飛散物の情報なし 3,555 ― ―

雨の情報あり 飛散物の情報なし 30
41

―

雨の情報あり 飛散物の情報あり 11
159

雨の情報なし 飛散物の情報あり 148 ―

合 計 3,744

※「飛散物」とは、体験記において灰、すす、ゴミ、紙、書類、フスマ、布などの表現があった場合に算定している。

執筆年代別

執筆年 雨 飛散物

不明 7 16

昭和45 1

昭和54 1

昭和58 1

平成元 1 1

平成２ 2 1

平成６ 1

平成７ 25 123

平成11 1

平成16 1

平成17 1 9

平成18 1

平成25 1

平成26 1

平成27 3 1

平成31 1

計 41 159



市町村別の8月９日の雨の記述のある被爆体験記数
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地図の出典『国土数値情報 行政区域データ「昭和25（1950）年10月 1日時点」』国土交通省

４

諌早市

大村市

時津村 長与村
喜々津村

矢上村

日見村

茂木町

為石村

香焼村

長崎市

・長崎市を除く黄色の部分が調査対象地域
・市町村名がある地域が雨または雨以外の飛散物
の情報があった地域（長崎市は除く）

・水色の円の中心にある数字は雨の情報の件数
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2
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6

4

2

3

※第一種健康診断特例区域における被爆体験記も含まれる。
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調査対象数
3,744



市町村別の8月９日の飛散物の記述のある被爆体験記数
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地図の出典『国土数値情報 行政区域データ「昭和25（1950）年10月 1日時点」』国土交通省

５

諌早市

大村市

島原市

時津村 長与村

伊木力村

喜々津村

日見村

茂木町

戸石村

江ノ浦村

田結村

式見村

三重村

加津佐町

山田村

長崎市

・長崎市を除く黄色の部分が調査対象地域
・市町村名がある地域が雨または雨以外の飛散物
の情報があった地域（長崎市は除く）

・ピンクの円の中心にある数字は飛散物の情報の件数

古賀村

矢上村

36

605 9

9

6

8

7
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1

1

1

1

1

1

1

1

1

調査対象数
3,744

※第一種健康診断特例区域における被爆体験記も含まれる。
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